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　　　　　　　図・種・のリ・グに対す・。と睾の関係（与ミ・7・・の場合）
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そ・で＋／（bgV2）四（争㌦求峠・の関係を求めると図・が得られ，大体・本の直線
にのる。これより，γ＝1．56およびK、＝0．0033が求められる。したがって，この場合のリン
グ速度は
　　　v－・．・・33峠γ驚）…㈲1∴・・………………・・……………・…・一一……（・）
で表わされ・結果が得られた。と・ろで，図・からわか・よう・・，十≧・・。4のリ・グ，すな
わち，比較的に幅の狭い・・グにつ・・ても，与の値が小・くな・に従・て＋・睾の関係
は一定値・．25・・近づく傾向槻受けられた．そ・で，リ・グ澱計す・場合曙力・・7・・－
21．4のある値（本実験からその値は明確にできなかった）以下になるようにすれば，リング内
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　　　　　　　　　　　　　　　　オイルリングの給油性能
周速度は鯛速度のおよそ1翻・な・ものと考えてよい・とがわか。た。
　　（5，4）臨界浸漬深さについて
　すでに述べたように，リングを臨界浸漬深さにして使用すれば，安定して一定油量を軸受に
供給することができる。いま，臨界浸漬深さをh，（cm）で表わし，種々のリングについて軸
速度Vを一定としてμを変化した場合のh，を求めると図8に示す結果が得られた。
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　　　　　　　　　図8　種々のリングに対する粘性係数と臨界浸漬深さとの関係
これより，h，に対するリング寸法，すなわち，　b，　d、，　Wおよび油の粘性係数μの影響は無
視できるものと考えうる。つぎに，種々の軸周速度に対するh，を求めた1例は，D4リングに
ついて図9に示すようである。そこでこれより，h，の最小値とVとの関係を求めると
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越められる。蘇，リ・グ鞭におけるリ・グ灘深さとしては，リ・グ内径暢一÷
の値が推奨されている（5）。しかし，このような値は，むしろ軸速度に関連される値として理解
すべきものであろう。そこで今回の実験条件からこれを臨界浸漬深さとして考えるならば，リ
・グ内径の1－÷という浸蘇さは・車掴転数で言・ておよそ・・…一・・…（・pm）の場
合に適応されうるもののように思われる。
　　（3，6）　揚油量の実験式　　．．
　リングによる揚油量は，リング速度と1次的に関連するものと考えてよかろう。したがっ
てリング軸度の場合とほぼ同様に，一般に揚油量Qは軸の周速度V，リング幅b，リング内径
d，，重力の加速度g，油の粘性係数μおよび油密度ρの関数と考えられる。いま，
　　　Q＝K2VabPd，Tgeμδρλ・一・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一（7）
とおき，各量に対して次元式を代入すると
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　　　一K，〔L〕a＋β＋T＋e一δ一・λ〔T〕－Ct－2E一δ〔M〕δ＋λ……・・……………・一・……………・（8）
が得『轤黷驕Bそこで，上式の左右両辺を比較すると
　　　α＝1－2ε十λ，β＝1十ε一γ十λ，δ＝1一λ・……………・……・…………・・………〈9）
が求められる。これらを式に（7）代入し，無次元式に直すと
　　　謬。i－－K・（bg扉）e（判λ（箸γ・…・・……一…………………・…………（・・）
が得られる。
っぎに，上式の左辺を右辺第3項で除し，また，右辺第1項を第2項で割ると，式（10）は
つぎのように直すことができる。
　　　謂4tイ誰，孕ρ）………・・一・
多くの実験結果から一γ窪、，と聖’を求め・
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と図10が得られ，これらの直線群のこう配を求
めると…5（μ9pV3）一゜’6が求められ・・そ・で・
実験値からy婁、，／（騨聯㌦計算
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ようなこう配値が大体1．’6の直線上に乗る。し
たがって，以上から
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オイルリングの給油性能
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　リング軸受の設計資料を得る目的から，実験装置を作製し，各種寸法の長方形断面リングに
ついて軸回転数および油粘度を変化した場合のリング速度，浸漬深さ，揚油量を測定した結果
を要約するとつぎのようである。
　（1）　リング速度および揚油重量は，リングが油中に浸漬される深さがある一定値（h，）以
上になると，浸漬深さとは無関係になる。
（・）・のときのリ・グ速度は，リ・グ内径d、と幅・砒与が・7・・一…4の間のあ・値
以下ならば渤髄度の大体÷になると考えてよい．また，与≧・…の場合のリ・グ速度
について次元解析を行ない，1っの実験式にまとめた。
　（3）　リングの臨界浸漬深さは，リング寸法や油の粘度には無関係であり，軸の周速度だけ
から決定される。
　（4）リングによる揚油量すなわち，．リング軸受の場合の給油量について次元解析を行な
い，多くの実験結果から実験式をみちびいた。
　終りにのぞみ，本実験に終始熱心に協力してくれた松村五三男実験助手ならびに小林信之，江川日出男両
君に対し心からの謝意を表します。
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